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２０２１ 全日本卓球選手権大会 審判業務報告 

＜審判業務編＞ 

令和 3年 1月 

長崎県卓球連盟 下田俊文 

＜服装＞ 

・ベージュ（カーキ色）のズボン（グレーの人も数名いた）、青系統のワイシャツ、 

紺のジャケット（JTTAのえんじ色ジャケット着用者はなし）、ＪＴＴＡのネクタイ 

 

＜バッヂ＞ 

・公認審判員のバッヂ、名札（今回は着用しなくても OKでした。） 

 名札は県卓球連盟を通じて、JTTA に注文します。（1200 円） 

※レフェリー資格所持者も、審判員として業務をするときは、審

判員バッヂ（写真）をつけます。 

レフェリーバッヂは副審判長以上の業務を行う者がつけます。 

（名札も、審判員業務であれば、「OFFICIAL REFEREE」ではなく「OFFICIAL 

UMPIRE」の方が良いです） 

 

＜審判員が準備するもの（各自で準備する必要があります。）＞ 

・最新の「日本卓球ルールブック」 

・最新の「卓球競技の審判法／審判員の手引き」 

・ストップウォッチ 

 ・ネットゲージ（プラスチック） 

 ・テンションゲージ（１００ｇ） 

・ホワイトカード１枚 

・イエローカード 2枚 

 ・レッドカード 2枚 

（イエローカードとレッドカードは、副審をしているときに、

カウンターの横に掲示する場合があるので、2枚ずつ所持すること） 

 

＜コロナ感染対策に伴うルールの変更事項＞ 

・コートチェンジは行わない。 

・ボールは副審が管理。主審はボールを触らない。 
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＜会場で用意されるもの＞ 

 ・タイムアウト柱 

  60秒からカウントダウンされます。 

主審はタイムアウトの 60秒を測る必要がありません。 

 ・タイムアウト要求カード 

 ・JTTA公認ラケット 登録刻印表 

 ・公認ラバーリスト（通称 LARC） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜コールエリア＞ 

・通常、地方大会レベルでは設置されない、耳慣れな

い用語です。 

 選手の事前検査場所、と言えばいいでしょう。選手

はタイムテーブルの 20分前にコールエリアに集合し

ます。ここでは、審判による様々なチェックが行われ

ます。 

 

 〇ラケット、ラバーのチェック 

  公認されているものかどうかを「公認ラケット 登録刻印表」と「LARC」で確認しま 

す。次に、ネットゲージを使ってラバーの厚みと平坦性をチェックします。疑問があ 

れば、コールエリア担当の副審判長に相談します。正確を期すのであれば、コールエ 

リア内に設置されている測定機器を使います。 

  紙の封筒に「種目（男女、一般、ジュニア）」「試合ナンバー」「コートナンバー」 

「試合開始時刻」「選手名」を書いて、チェックしたラケットを入れます。ラケットは 
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副審が、コートに持参します。 

ランダムに「コンパルソリー検査」（抜き打ちの正式検査）に当たることもあります。 

RCC（ラケットコントロールセンター）から指示文書が届きますから、ラケット入れ 

の紙封筒に上記の項目を記入したら、選手にラケットを入れてもらいます。副審が検 

査ラケットを RCC に持っていきます。検査が済んだら、RCCの係がコールエリアに 

ラケットを持ってきてくれます。はっきり言って、コンパルソリー検査に当たると、 

とてもラッキーです。思い悩まなくて良いので、楽です。下田は幸運にも 7回当たり 

ました。 

 〇ボールの選択 

  選手に透明のカップ（写真内の白いかごの中に、透明カップ 

が二つ入っている）を選手に渡して、コールエリア内にある、 

選球所でボールを二つ選んでもらいます。（今回はバタフラ 

イのみ）試合で使いたいボールを上に入れてもらいます。 

ボールは副審がコートに持っていきます。 

試合前に審判員が、ランダムにどちらかのボールを選んで 

試合に使用します。 

 〇ユニフォームのチェック 

  JTTAワッペンの確認はもちろんですが、対戦相手が似通ったユニフォームになってい 

ないかの確認が重要です。「青と紺」「黒と紺」「赤とオレンジ」「赤とピンク」などは 

「同系色」と見られ NGです。主審が目視して、疑義があれば、コールエリア担当の 

副審判長に指示を仰ぎます。大変そうですが、副審判長に判断を丸投げすれば大丈夫 

です。ヘアバンドやリストバンド、サポーター、アンダーウエアの着用の有無を確認 

し、着用の希望があれば、公認メーカーのものであるかどうかを確認します。公認メ 

ーカーのものでなければ、ロゴが見えないようにするか、テープで覆う必要がありま 

す。（コールエリアには、そのための黒いテープも用意されていました。） 

 〇ゼッケンのチェック 

  大会用のゼッケンを準備しているか、確認します。ピンも確認します。お守りなどの 

大きな飾りはNGです。 

 〇選手移動の指示 

  タイムテーブルの 5分前までには、各コートそばに設 

置されている待機場所（通称ウェイティングエリア）に 

待機するよう指示します。 

            ＜ウェイティングエリア＞→ 
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＜審判のローテーションおよびそれぞれの業務について＞ 

 〇審判員は 4人もしくは 5人でチームを組みます。 

  4人編成の場合は…   

 主審 副審 コールエリア フリー 

第 1試合 １ ２ ３ ４ 

第 2試合 ２ ３ ４ １ 

第 3試合 ３ ４ １ ２ 

第 4試合 ４ １ ２ ３ 

仮に、１…東田さん ２…西田さん ３…南田さん ４…北田さんとしましょう。 

担当コートは第 1コートです。 

〇第 1試合は東田さんと西田さんが主副です。第 1試合のみは、主審東田さんと副審西田

さんでコールエリアの業務を行います。諸道具を持って二人で第 1コートに行きます。主

審の東田さんは、アドバイザーにタイムアウト要求カードを渡し、対戦カードにアドバイ

ザーサインをもらいます。副審西田さんは、ネットのチェック、コート周りの整備です。 

〇南田さんは第２試合開始の 30分前にコールエリアで待機します。20分前に選手が来ます

から、所定のチェックを行います。 

〇第 1試合が終わったら、東田さんはアドバイザーに対戦カードの控えを渡し、タイムア

ウト要求カードを回収します。今回はコロナ対策のため、選手サインはもらいませんでし

た。対戦カードを審判長にチェックしてもらって、進行席に提出、審判庶務係にボードな

どの諸道具を返却します。ボールは選球所に返却します。その後、休憩です。 

〇副審西田さんは第 2試合の主審です。そのままウェイティングエリアで待機します。 

南田さんは第２試合の副審です。諸道具と選手のラケットを持って、第 1コートに行きま

す。 

〇北田さんは第３試合開始の 30分前にコールエリアに行き、先ほどの南田さんと同じよう

に業務を行います。 

以下、この流れを繰り返します。今大会では、コロナの影響もあって、棄権選手が続出し、

ローテーションが崩れることもありましたが、チーム主任（1番の東田さん）に調整しても

らいました。 
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  ５人編成の場合は…   

 主審 副審 コールエリア フリー リザーブ 

第 1試合 １ ２ ３ ４ ５ 

第 2試合 ２ ３ ４ ５ １ 

第 3試合 ３ ４ ５ １ ２ 

第 4試合 ４ ５ １ ２ ３ 

第 5試合 ５ １ ２ ３ ４ 

リザーブの係は、審判長席後ろのリザーブ席で待機します。促進のストロークカウンター

や予備コートを使用するときに審判として入ります。急なお仕事が入るので、緊張するポ

ジションですが、何もないと、試合を眺めることができます。 

今回、コロナ対策のため、審判員が観客席で試合を観戦することはできませんでしたので、

このリザーブの時間はとても貴重な観戦機会でした。 

 

下田は、フリーの時は必ずコールエリアにいました。コールエリアは用具に関する様々な

情報の宝庫です。たくさんのラバーやラケット、ユニフォームなどをチェックして、どの

部分に気を付けて見なければならないのか、どの程度なら許可されるのか、の情報をたく

さん入手することができました。 

 

審判員の動きは、すべて「審判員の手引き」に則って行われます。「手引きに書かれている

内容を忠実に行う」ことにつきます。もちろん長崎にはそれなりの事情があって、すべて

この通りに行かない部分もありますが、少しでもこのステージに近づけていく努力をする

必要があります。 
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↑コート全景。全部で第 1コートから第 18

コートまであります。 

 

 

 

 

 

←メインコート（赤マット付き）。第 3コートと第 6コート。 

11日はここで審判をさせてもらいました。 

 

←電光掲示板。各コートのコーナーに 2

台ずつ設置。副審はカウンターを傾ける

操作をする必要はありませんでした。 

 

 

 

←WEB用カメラ。すべてのコートに設置されて、す

べての試合がインターネットでオンライン放送され

ました。 

 


